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２ －２ ． 前回計画の成果及び達成状況 

（ １ ） 緑に係る目標水準の達成状況 

① 都市公園の目標水準の達成状況 

都市公園については、 毎年順次整備を 行い、 面積を 増やし ています。 こ れに伴い、 一

人あたり の公園面積も 増えています。  

し かし 、 前回計画における 「 都市公園等の目標水準」 と し て、 320ha（ 10m2/人） を 掲

げていまし たが、 現状は、 205. 99ha（ 7. 07m2/人） に留まっ ています。  

地域別にみると 、 明石東部地域は 12. 47 m2/人と 目標水準を超えていますが、 西明石地

域は 1. 66 m2/人、 魚住地域は 4. 40 m2/人と 少ない状況です。  

 
 

表 7： 市内全域の都市公園面積の推移 

 
前回計画策定時点          平成 22 年度目標       平成 22 年度時点（ 目標と の差）  

面    積 ：  177. 71 ha   ⇒   320 ha    205. 99 ha（ -114. 01 ha）  

１ 人あたり の面積 ：  6. 12 m2/人  ⇒   10 m2/人   7. 07 m2/人（ -2. 93 m2/人）  
 

 
 

表 8： 前回計画における 「 都市公園等の目標水準」 と 現状と の比較 

年次 平成 9 年3 月末 平成 12 年度 平成 17 年度 平成 22 年度 将来 現状注１  目標水準と の差

都市公園の 

目標水準 

6. 12 m2/人 7 m2/人 8 m2/人 10 m2/人 20 m2/人 7. 07 m2/人 -2. 93 m2/人 

177. 71 ha 210 ha 248 ha 320 ha － 205. 99 ha -114. 01 ha 
注１ ） 平成 23 年 3 月１ 日現在、 明石市の人口は 291, 250 人。  

 
 

 

図 14： 都市公園等の累積面積の推移 

出典） 公園面積： 明石市緑化公園課資料 

人  口： 明石市統計書 平成 21 年版( 2009 年) 等 
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表 9： 地域別公園種別面積一覧表 

地域
      

種類･種別 

明石東部 西明石 大久保 魚住 二見 合 計 

74, 944 58, 654 78, 709 49, 468 29, 475 291, 250 

住区基幹

公園

 

街区公園

 

0. 1ha 未満 

43 20 54 45 29 191 

1. 41 0. 64 1. 58 1. 52 0. 80 5. 95 

0. 19 0. 11 0. 20 0. 31 0. 27 0. 20 

0. 1ha 以上 

21 22 41 21 13 118 

4. 56 4. 50 8. 74 3. 94 3. 35 25. 09 

0. 61 0. 77 1. 11 0. 80 1. 14 0. 86 

小計 

64 42 95 66 42 309 

5. 97 5. 14 10. 32 5. 46 4. 15 31. 04 

0. 80 0. 88 1. 31 1. 10 1. 41 1. 07 

近隣公園 

5 2 3 4 1 15 

9. 66 3. 65 4. 86 7. 42 1. 20 26. 79 

1. 29 0. 62 0. 62 1. 50 0. 41 0. 92 

地区公園 

2 1 3 

16. 50 － － 8. 51 － 25. 01 

2. 20 1. 72 0. 86 

小計 

71 44 98 71 43 327 

32. 13 8. 79 15. 18 21. 39 5. 35 82. 84 
4. 29 1. 50 1. 93 4. 32 1. 82 2. 84 

都市基幹

公園

総合公園 

1 1 2 

－ － 13. 90 － 17. 00 30. 90 

1. 77 5. 77 1. 06 

小計 

1 1 2 

－ － 13. 90 － 17. 00 30. 90 

1. 77 5. 77 1. 06 

大規模公

園 

広域公園 

1 1 

54. 80 － － － － 54. 80 

7. 31 1. 88 

小計 

1 1 

54. 80 － － － － 54. 80 

7. 31 1. 88 

緩衝緑

地
等 

特殊公園( 墓園)  

1 1 

－ － 22. 40 － － 22. 40 

2. 85 0. 77 

都市緑地 

10 3 11 6 5 35

2. 23 0. 06 4. 18 0. 38 2. 43 9. 28

0. 30 0. 01 0. 53 0. 08 0. 82 0. 32 

緑道 

2 2 1 5 

4. 29 0. 88 － － 0. 60 5. 77 

0. 57 0. 15 0. 20 0. 20 

小計 

12 5 12 6 6 41

6. 52 0. 94 26. 58 0. 38 3. 03 37. 45

0. 87 0. 16 3. 38 0. 08 1. 03 1. 29 

合 計 

84 49 111 77 50 371

93. 45 9. 73 55. 66 21. 77 25. 38 205. 99

12. 47 1. 66 7. 07 4. 40 8. 61 7. 07 
注１ ） 人口データ は平成 23 年 3 月 1 日現在、 公園データ は平成 23 年 3 月末現在。  

注２ ） 表中の上段は箇所数、 中段は面積（ ha）、 下段は 1 人あたり の公園面積（ m2/人） を 表す。  

注３ ） 明石東部地域と 西明石地域の人口は、 概算値。  

人口( 人)
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② 緑地の確保目標水準の達成状況 

緑地は、 大き く 公園緑地と し ての「 施設緑地」 と 法や条例による緑地と し ての「 地域

制緑地等」 の２ つに分けら れます。  

市内全域の緑地の面積については、 前回計画策定時の集計方法と 異なるため、 単純に

比較するこ と はでき ませんが、 公園緑地（ 施設緑地）、 法や条例による緑地（ 地域制緑地

等） と も に、 前回計画の策定時よ り 、 面積は増加し まし たが、 目標水準に至り ませんで

し た。  

なお、 本計画において、 市域の緑地と し て捉えら れる項目を 新たに追加し まし た（ 表

13 参照）。  

 
 

表 10： 市内全域の緑地確保の推移 

 
前回計画策定時点          平成 22 年度目標        平成 22 年度時点( 目標と の差)  

公園緑地( 施設緑地)   ：  231. 26 ha  ⇒  430 ha 以上   279. 69 ha（ -150. 31 ha）  

法や条例によ る緑地( 地域制緑地等)  ：  252. 74 ha  ⇒  550 ha 以上   274. 23 ha（ -275. 77 ha）  

合        計 ：  484. 00 ha  ⇒  980 ha 以上   553. 92 ha（ -426. 08 ha）  
 

 

 

表 11： 前回計画における 「 緑地の確保目標水準」 と 現状と の比較 

年次 平成 9 年 3 月末 平成 12 年度 平成 17 年度 平成 22 年度 将来 現状 目標水準と の差

公園緑地 

( 施設緑地)  

231. 26ha 

( 4. 7％)  

280ha 以上 

( 5. 5%以上)  

320ha 以上 

( 6. 5%以上)  

430ha 以上

( 9％以上)

1, 480ha 以上 

( 30％以上)  

279. 69ha 

( 5. 7％)  
-150. 31ha

法や条例によ る 緑地 

( 地域制緑地等)  

252. 74ha 

( 5. 1％)  

320ha 以上 

( 6. 5%以上)  

470ha 以上 

( 9. 5%以上)  

550ha 以上

( 11％以上)

274. 23ha 

( 5. 6％)  
-275. 77ha

合 計 
484. 00ha 

( 9. 8％)  

600ha 以上 

( 12％以上)  

790ha 以上 

( 16％以上)  

980ha 以上

( 20％以上)

553. 92ha 

( 11. 2％)  
-426. 08ha

 

 

表 12： 前回計画策定時と の緑地面積内訳の比較 

区分 
前回計画策定時 本計画策定時 増減 

備 考 
箇所数 合計( ha)  箇所数 合計( ha) 箇所数 合計( ha)  

公園緑地 

( 施設緑地)  

都市公園等 298 177. 71 371 205. 99 +73 +28. 28  

公共緑地※１  99 53. 55 97 73. 70 - 2 +20. 15 集計方法が異なる  

小 計 397 231. 26 468 279. 69 +71 +48. 43  

法や条例に

よる緑地 

( 地域制緑地等)  

農業振興地域･農用地区域 8 205. 40 8 200. 00 0 - 5. 40  

保安林 22 3. 40 19 2. 26 - 3 - 1. 14  

保護樹木･保護樹林 8 0. 61 8 0. 61 0 0. 00  

史跡名勝天然記念物 3 0. 04 10 28. 06 + 7 +28. 02 対象箇所を 増やし ている 

河川区域 7 43. 30 7 43. 30 0 0. 00  

重複指定 1 0. 01 － － － －  

小 計 48 252. 74 52 274. 23 + 4 +21. 49  

合 計 445 484. 00 520 553. 92 +75 +69. 92  

※１ ： 公共緑地： 公立の保育所、 幼稚園、 小学校、 中学校、 高等学校、 高等専門学校、 特別支援学校等が対象。  

注１ ） こ こ では、 前回計画と の比較を行う ため、 対象項目を前回計画に合わせている 。  
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表 13： 現状の緑地面積一覧表( 新)  

区 分 箇所数 面積( ha)  備 考 

施設緑地   963  335. 86 

都市公園 371  205. 99 

都市公園 371  205. 99 

公共施設緑地 303  105. 11 

○都市公園を 除く 公共空地( その他公園)  37  10. 69 

○公共団体が設置し ている 市民農園 2  1. 44 

学校緑化 97  73. 70 

○下水道処理場等の付属緑地 10  2. 82 

道路環境施設帯及び植栽帯( 街路樹)  133  5. 57 

○その他の公共施設における 植栽地 24  10. 89 

民間施設緑地 289  24. 76 

○民間団体等が設置し ている 市民農園 19  1. 67 

○民間の屋上緑化空間等 270  23. 09 

地域制緑地等 54  354. 93 

法によ る 地域 44  353. 01 

農業振興地域･農用地区域 8  200. 00 農用地区域の農用地部分 

河川区域 7  43. 30 

保安林区域 19  2. 26 

○地域森林計画対象民有林 － 79. 39 

史跡･名勝･天然記念物 10  28. 06 

協定によ る 区域 2  1. 31 

○緑地協定 2  1. 31 

条例等によ る も の 8  0. 61 

保護樹木 8  0. 61 

合 計 1, 017  690. 79 

注１ ） 平成 23 年 3 月末現在 

注２ ） 表中の「 ○」 は、 本計画において、 新たに集計対象と し て追加し た項目。  

 

 

 
写真 9： まち を 彩る 街路樹の植栽（ 大久保町ゆり のき 通）  
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③ 緑化の目標水準の達成状況 

前回計画では、「 緑化に関する目標水準（ 植物と し ての緑）」 と し て、「 樹林地 10％以

上、 緑被 27％以上、 緑被＋水面 30％以上」 を 掲げていまし た。  

達成状況については、「 樹林地」 の割合は、 7. 5％と 平成 22 年度の目標を下回っ ていま

すが、「 緑被」 と 「 緑被＋水面」 は、 目標を 上回っ ています。  

なお、 地域別にみると 、「 樹林地」 は、 大久保地域のみが 10％超と 目標を上回っ てい

ますが、 他の地域では 10％以下であり 目標水準を 下回っ ています。「 緑被」 は、 大久保

地域と 魚住地域が目標値 27％を 上回っ ており 、「 緑被＋水面」 も 、 大久保地域と 魚住地

域が目標値 30％を上回っ ています。  

 
 

表 14： 市内全域の緑被状況の推移 

 
 平成 11 年度調査時点        平成 22 年度目標     平成 21 年度調査時点( 目標と の差)  

樹 林 地   ：    6. 9％  ⇒  10％以上     7. 5％（ -2. 5％）  

緑   被※１  ：   26. 3％  ⇒  27％以上    27. 9％（ +0. 9％）  

緑被＋水面※２  ：   30. 1％  ⇒  30％以上    32. 1％（ +2. 1％）  
  

※１ ： 緑被 ＝ 樹林地 ＋ 草地 ＋ 田畑 

※２ ： 水面 ＝ 河川・ 水路 ＋ ため池 

 
 

表 15： 前回計画における 「 緑化に関する 目標水準（ 植物と し ての緑）」 と 現状と の比較 

年次 
平成 11 年度 
調査時点 ※１  

平成 12 年度 平成 17 年度 平成 22 年度 将来 
平成 21 年度 

調査時点 
目標水準
と の差 

樹林地 
6. 9％ 

（ 5. 7％）  
7. 5％以上 9％以上 10％以上 

30％以上 

7. 5％ －2. 5％ 

緑被※２  
26. 3％ 

（ 18. 2％）  
27％以上 27％以上 27％以上 27. 9％ ＋0. 9％ 

緑被＋水面※３  
30. 1％ 

（ 20. 2％）  
30％以上 30％以上 30％以上 32. 1％ ＋2. 1％ 

※１ ： 表中下段の（    ） 内は市街地 

※２ ： 緑被 ＝ 樹林地 ＋ 草地 ＋ 田畑 

※３ ： 水面 ＝ 河川・ 水路 ＋ ため池 

 
 

表 16： 緑化状況の 10 年間の主な変化点（ 図 15 に対応）  
 
■樹林地・ 樹木 

・  大蔵海岸、 明石西公園、 ゆり のき 通周辺等の整備により 樹林地が増加し た。  

・  大久保北部や魚住の住宅地内の樹木、 人工島の既存の樹林地・ 樹木が生長し 、 面積が増加し た。

■草地 

・  西二見土地区画整理事業施行区域や人工島等で裸地から 草地に変化し 面積が増加し た。  

■田畑 

・  市内に点在し ていた小規模の田畑が、 宅地化や商業施設整備のため造成さ れ面積が減少し た。  

■河川・ 水路及びため池（ 水面）  

・  大き な変化はなかっ た。  

■裸地 

・  大蔵海岸、 ゆり のき 通、 大久保町カ スケディ ア地区、 ク リ ーンセンタ ー、 イ オンタ ウン、 人工島

などの裸地が、 宅地化･草地化等により 減少し た。  
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図 15： 緑被状況の推移（ 平成 11( 1999) 年度調査時点と 平成 21( 2009) 年度調査時点の比較）  

平成 21( 2009) 年度調査時点の緑被状況 

平成 11( 1999) 年度調査時点の緑被状況 

大蔵海岸

明石西公園
ゆり のき 通

人工島 

西二見土地区画

整理事業施行区域 大久保町 

カ スケディ ア地区 ク リ ーン センタ ー

 イ オン タ ウン  
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( 公園緑地の整備計画)  

③緑をつなぐ 計画 

( 緑と 市民を 結びつける 計画)  

④緑化を進める計画 

( 緑化を推進する計画)  

⑤緑を普及する計画 

( みんなで緑を育み拡げる 計画)  

（ ２ ） 前回計画の施策プログラ ムの達成状況 

① 前回計画における「 実現化のための施策プログラ ム」 と 達成状況 

前回計画は、 緑の将来像の実現を 目指し て、 図 16 に示す５ つの取組みについて具体的な

施策プログラ ムを 設定し ていまし た。 こ こ では、 こ れら ５ つの取組みごと にその実施状況

及び達成状況を整理し 、 評価を 行いまし た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
図 16： 前回計画の施策プ ロ グラ ムの体系と その達成状況

施策プログラ ム 

樹木･樹林等良質な 

緑の保全と 活用 

自然や社寺等の緑に 

親し み守る 計画

水と 土の保全と 活用 
海や河川､農地､ため池に 

親し み守る 計画

公園等の整備 
公園の緑により 都市環境基盤を 

形成し 、 増やす計画

公園機能の活性化 
ニーズの変化にあわせた 

公園のリ フ レ ッ シュ

海峡の見える 公園づく り  
明石ら し さ を公園の緑により  

形成する ふれあい公園づく り

緑の回廊の整備 
ふるさ と の森と 時の道を結ぶ 

緑の主軸化計画

緑の都市軸の緑化 
緑道や道路､河川､海岸等による  

水と 緑のネッ ト ワーク 化計画

公共施設緑化 公共施設の緑を増やす計画 

まち角の緑化 
ポケッ ト パーク やまち角の 

緑を 増やす計画

緑化の普及 みんなで緑を育み愛する計画 

緑のまちづく り  みんなが協働し て緑を育む計画 

緑化推進のための 

組織づく り  

緑化公園協会等の活用と  

市民団体等と の連携

緑の啓蒙活動 みんなが緑に親し み活用する計画
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下表は、 前回計画の施策プロ グラ ムの実施状況から 、 その達成状況と 実施し なかっ た理由

を 集計し たも のです。 各施策プロ グラ ムの５ つの取組みごと の実施状況及び評価については

p. 25～26 に、 こ れら の具体的な内容と 実施状況の詳細は p. 27～31 に示し ています。  
 

施策プロ 
グラ ムの数 

達成状況 実施できなかっ た( △, ×) 理由 

実施済み 
( ○)  

一部実施 
( △)  

未実施 
( ×)  

①状況変化 
②財政上 

の理由 
③事業の 

効率化 
④努力不足

5 

( 100％)  

- 

( 0％)  

- 

( 0％)  

5 

( 100％)  
3  1 1 

6 

( 100％)  

3 

( 50％)  

1 

( 17％)  

2 

( 33％)  
1   2 

10 

( 100％)  

3 

( 30％)  

4 

( 40％)  

3 

( 30％)  
 7   

3 

( 100％)  

2 

( 67％)  

- 

( 0％)  

1 

( 33％)  
 1   

3 

( 100％)  

2 

( 67％)  

1 

( 33％)  

- 

( 0％)  
  1  

2 

( 100％)  

- 

( 0％)  

- 

( 0％)  

2 

( 100％)  
 2   

7 

( 100％)  

4 

( 57％)  

1 

( 14％)  

2 

( 29％)  
1 2   

6 

( 100％)  

5 

( 83％)  

1 

( 17％)  

- 

( 0％)  
 1   

6 

( 100％)  

1 

( 17％)  

2 

( 33％)  

3 

( 50％)  
 3  2 

5 

( 100％)  

3 

( 60％)  

1 

( 20％)  

1 

( 20％)  
  1 1 

4( 5) ※１  

( 100％)  

2 

( 40％)  

1 

( 20％)  

1 

( 20％)  
2    

3 

( 100％)  

1 

( 33％)  

- 

( 0％)  

2 

( 67％)  
1  1  

3 

( 100％)  

2 

( 67％)  

1 

( 33％)  

- 

( 0％)  
 1   

63( 64) ※１  

( 100％)  

28 

( 44％)  

13 

( 21％)  

22 

( 35％)  
8 17 4 6 

 
※１ ： 兵庫県の事業であっ た１ 項目は評価の対象外と し た。  
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② ５ つの取組みの実施状況及び評価 

ⅰ 緑をまも る計画 
  

11 項目中、 達成でき たのは３ 項目、  

一部実施でき たのは１ 項目でし た。  
   

【 評価】  

｢緑を まも る計画｣は、 風致地区や生産緑地地区の指定など、 こ れまでに明石市にはな

かっ た制度の設置や地区指定などの新たに導入する計画が多く 、 あまり 実施するこ と が

できませんでし た。 ただし 、「 ため池の保全と 活用」 や「 海岸線の保全」、「 河川の保全」

に関する取組みについては、 具体的な取組みを実施し ており 、 一定の成果を得るこ と が

でき まし た。  

 

 

ⅱ 緑をつく る計画 
  

16 項目中、 達成でき たのは７ 項目、  

一部実施でき たのは５ 項目でし た。  
   

【 評価】  

｢緑を つく る計画｣は、 公園等の新規整備やリ ニュ ーアル整備、 特色ある公園づく り な

どの計画であり 、 事業の検討・ 推進を含めて一定の成果を 得るこ と ができ まし た。 ただ

し 、 公園整備に係る予算が減少し ている 中で、 施策プロ グラ ムを 完全に達成するこ と は

難し いと いえ、 その内容について再検討が必要です。  

 

 

ⅲ 緑をつなぐ 計画 
  

９ 項目中、 達成でき たのは４ 項目、  

一部実施でき たのは１ 項目でし た。  
   

【 評価】  

｢緑を つなぐ 計画｣は、 道路、 河川、 海岸などを 活用し ながら 線状の緑でつないでいく

計画であり 、 街路樹整備の延長、 河川における親水護岸の整備など、 一定の成果を 得る

こ と ができ まし た。 ただし 、 市内を 周遊する 緑の回廊（ 緑道） の整備計画など、 至ら な

いも のも あり 、 こ れら の内容について再検討が必要です。  

 

 

ⅳ 緑化を 進める計画 
  

12 項目中、 達成でき たのは６ 項目、  

一部実施でき たのは３ 項目でし た。  
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【 評価】  

｢緑化を 進める計画｣は、 公共施設やまち角の緑化を 推進する計画であり 、 特に、 学校

園庭の芝生化や、 明石駅前や銀座通り の市民と の協働による花壇整備など一定の成果を

得るこ と ができ まし た。 ただし 、 学校園等における環境教育施設の整備や、 スポッ ト ガ

ーデンの整備など至ら ないも のも あり 、 こ れら の内容について、 再検討が必要です。  

 

 

ⅴ 緑を普及する計画 
 

15 項目中、 達成でき たのは８ 項目、  

一部実施でき たのは３ 項目でし た。  
 

【 評価】  

｢緑を 普及する計画｣は、 緑化の推進に関わる取組みやそのための組織づく り 、 啓発活

動に関する 計画であり 、 市民団体等と の連携し た取組みなどについて一定の成果を 得る

こ と ができ まし た。 ただし 、 グリ ーンモニタ ー制度や緑化基金など、 至ら ないも のも あ

り 、 こ れら の内容について、 再検討が必要です。  

 

ⅵ 総合評価 
 

「 実現化のための施策プログラ ム」 の実施状況【 総括】  

63 項目中、 達成でき たのは 28 項目、  

一部実施でき たのは 13 項目でし た。  
 

実施でき なかっ た理由（ 一部実施を含む）  

① 状  況  変  化 ：  ８ 項目 

② 財政上の理由 ：  17 項目 

③ 事業の効率化 ：  ４ 項目 

④ 努  力  不  足 ：  ６ 項目 
  

 

【 総合評価】  

前回計画における施策プログラ ムの実施状況は、 全体を 通し て達成でき た項目が半分以

下と 少ない状況でし た。 こ れは、 計画の内容が多岐に亘り 、 総花的であっ たためでし た。

実施でき なかっ た理由を みると 、 財政上の理由が最も 多く 、 17 項目あり まし た。 次いで、

状況変化から 実施が困難であっ たも のが 8 項目、担当課の努力不足であっ たも のが６ 項目、

事業の効率化に伴い実施できなかっ たも のが４ 項目でし た。  

今回の計画の改定にあたっ ては、 こ れら の施策プログラ ムの内容を 一つひと つ精査する

と と も に、 実現性の高い計画の策定を 目指し て、 計画期間内に確実に実施すべき 内容を抽

出し て取り まと めます。  
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③ ５ つの取組みの実施状況及び評価の詳細 

ⅰ 緑を まも る 計画（ 緑に親し み守る計画）  

施策プロ グラ ム（ 前回計画）  実施状況 
達成状況 

( 理由) ※１

Ⅰ． 緑を まも る 計画 

（ 緑に親し み守る計画）  

本市に 現存す る 貴重

な緑を 永続的に保全し 、

活用し ていく ため、緑の

骨格を 構成する 樹林地、

農地、 ため池、 社寺林、

大木、 名木等の保全、 活

用を図る。  

１ ． 樹林・ 樹木等良質な

緑の保全と 活用（ 自然や

社寺等の緑に親し み守る

計画）  

生態系保全や、 都市景

観 等の 機能を 有す る 樹

林・ 樹木について、 風致

地区や保護樹木・ 樹林の

指定等によ り 保全する。  

①樹林地等の保全 

市内に残存する樹林地のう ち、 大部分は特

に保全措置が講じ ら れていない。 こ のため、

今後は保全制度の強化を 図り ながら 、 地域ぐ

るみでの保全及び維持管理が必要である。  

特に生態系保全の上から 野生生物の種の

多様性を 保つには、10ha 以上の緑が必要と 言

われ、 明石市でこ れを 満たす緑は、 大久保北

部の丘陵の緑、 金ヶ 崎地区の丘陵の緑、 明石

公園及びため池群を 包括し た農地等がある 。

こ れら の緑は環境保全のみな ら ず景観構成

上も 重要な効果・ 効用を 持っ ている ため、 保

全緑地の指定を 図る 。  

ア． 風致地区の指定 

都市の自然風致を 維持するため重要な樹林地やため池及びこ れら を 取

り 巻く 自然環境を 対象と し て、 大久保北部の丘陵の樹林、 金ヶ 崎地区の

丘陵の樹林、 貴重な植物を 育むため池や農村風景を 形成する ため池を 包

括する 農地群、 及び、 緑豊かな住環境を 有する 地域に対し 、 風致地区と

し ての指定を 推進する 。  

・  風致地区の指定はし ていない。  

× 

( ①)  

イ ． 緑地保全地区の指定 

現行の樹林地の保全施策の中で 最も 有効な 手段である 緑地保全地区

を 、 市街化区域内のみでなく 、 市街化調整区域の貴重な樹林地について

も 再調査を 行い、 指定を 図る必要がある 。  

・  緑地保全地域及び特別緑地保全地区の指定はし て いな

い。  × 

( ①)  

ウ． 斜面緑地等の保全 

崖線上にある 樹林地等は、 面積的には小さ く ても 、 都市にあっ ては貴

重な緑であり 、 緑化指導などにより 保全を 図る。  

・  緑化指導はし ていない。  
× 

( ③)  

②貴重な樹林・ 樹木の保全 

ま ち にう る おいや市街地内の貴重な 自然

空間を 与えて く れる 大木や自然性の高い樹

木・ 社寺林は明石市の歴史を 語る上でも 貴重

な財産でも ある 。こ れら の樹木・ 樹林は現在、

10 ヶ 所が保護樹木・ 保護樹林や天然記念物等

に指定さ れ、 保全さ れているが、 新たに後世

に伝える べく 、 樹木・ 樹林の追加指定と 支援

管理体制の充実を図る。  

ア． 保護樹木・ 保護樹林 

地域の緑のオアシスと なる樹林、 街のシン ボルと なる樹木や自然性の

高い樹林等について、 所有者の協力を 得て、 保全する と と も に健全な育

成を 図る 。  

・  前回計画策定後、 新たな保護樹木・ 保護樹林は指定し て

いない。  × 

( ④)  

イ ． 史跡・ 名勝・ 天然記念物 

現在、 緑に関する史跡・ 名勝・ 天然記念物の指定は 3 件であるが天然

記念物と し ての価値のある 樹木等については指定によ っ て保全を 図る。

・  前回計画策定後、新たに緑( 樹林･樹木)  に関わる文化財の

指定はし ていない。  
× 

( ①)  

２ ． 水と 土の保全と 活用

（ 海や河川、 農地、 ため

池に親し み守る計画）  

明石市を 特徴づける 海

岸やため池、 農地、 河川

等を 、 市民に身近な水と

土と し て、 その特性に応

じ 、（ 仮） ため池保全地区

等と し て保全を 行う 。  

①ため池の保全 

市内に多く 点在するため池は、 115 ヶ 所・

227ha が残存し 、 明石市の風土、 景観を 語る

上で欠かせない存在であると と も に、 日本有

数のオニバス多産地であるこ と 等、 都市の自

然空間と し て の貴重な動植物を 育む場と な

っ ている。 そのため、 ため池の本市における

自然特性、 景観特性や総合的機能に着目し 、

計画的位置づけを行い、 緑のネッ ト ワーク の

中に有機的に取り 込む。  

ア． ため池の保全と 活用 

貴重な動植物の生育する ため池や野鳥観察スポッ ト と なっ ているため

池等の環境機能の高いため池、 市街地内又は市街地に隣接し 周辺の宅地

や道路から 池面が見渡せる 3ha 以上のため池、 ため池群について( 仮) た

め池保全地区に指定し 、 保全する。  

また、 ため池の自然性、 オープンスペース機能を 活かし た憩いの場と

し て、 公園や緑道等と 連携し つつ、 ため池の状況に応じ た活用・ 整備に

努める。  

・  前回計画策定時、 115 箇所( 227ha) であっ たため池は、 現

在、 107 箇所( 211. 9ha) （ それぞれ、 神戸市域の２ 箇所含

む） に減少し た。  

・  市内 12 地区で「 ため池協議会」 が設立。  

・  ｢ため池ク リ ーン キャ ン ペーン｣や｢明石ため池清掃志隊｣

等の活動を 実施中。  

・  周辺地域と と も に｢いな み野ため池ミ ュ ージ アム｣を 設

立。  

・  中尾親水公園や烏池公園において、 ため池を 活用し た公

園整備を 行っ た。  

○ 

イ ． 農業用排水路の保全と 活用 

農業用排水路を ため池のネッ ト ワーク の一部と し て、 生態系や景観に

配慮し つつ保全と 活用を 図る。  

・  農業用排水路の保全・ 活用に係る取組みは行っ ていない。
× 

( ④)  

②農地の保全 

農地は、 都市における 貴重なオープンスペ

ースと し て、 自然環境の保全や防災と いう 立

場から の役割が再認識さ れて いる 。 そのた

め、 農地と 調和し た形で良好な生活環境の確

保を 図る 。  

ア． 農業振興地域・ 農用地区域 

本市では、 現在、 約 205ha が指定さ れているが、 基本的には現状を維

持し 今後も その適正な運用を 図る。  

・  農用地区域は、 平成 21 年現在、 200. 0ha であり 、 前回計

画策定時から 5ha の減少に留まっ た。  
△ 

( ①)  

イ ． 生産緑地地区の指定 

本市では、 現在のと こ ろ 市街化区域内農地の宅地並課税の対象ではな

いが、 今後、 対象地域と なっ た場合には、 都市緑地と し ての農地の計画

的保全を 推進する ために積極的な指定を 図る。  

・  生産緑地地区の指定はし ていない。  

× 

( ④)  

③海岸線・ 河川の保全 

東西軸と し ての海岸線、 南北軸と し ての河

川は緑のネッ ト ワーク を 形成する 上で重要

な要素であり 、 海岸線・ 河川の保全を 行う 。  

ア． 海岸線の保全 

明石市南部に長く 続く 海岸線を 活用し て緑化し 、 東西方向のグリ ーン

ベルト を 形づく る 。 また、 自然の海岸地形を 残し 、 明石象化石の発掘地

を 含む屏風ヶ 浦海岸や海岸線の砂浜などを ウォ ータ ーフ ロン ト 整備構想

にあわせて保全を 図る 。  

・  ｢あかし 大蔵海岸 CCZ 整備事業｣の実施（ 平成 10 年 3 月供

用開始）。 平成 14 年以降は民間レ ク リ エーショ ン 施設を

誘致。  

・  松江海岸、 八木海岸、 江井島海岸、 魚住海岸、 二見海岸

等において、 ウォ ータ ーフ ロ ン ト 整備構想に基づき 、 海

岸整備を 順次実施し た。  

○ 

イ ． 河川の保全 

本市における唯一の自然的な南北軸と し て河川の保全、 活用を 図る。

・  明石川の左岸及び右岸において遊歩道の整備を 行っ た。

・  定期的な管理を 実施し た。  
○ 

※１ ：「 達成状況( 理由) 」 の下段(  ) 内は実施でき なかっ た理由を表す。 それぞれの理由は次のと おり 。 ①： 状況変化によ る。 ②： 財政上の理由による 。 ③： 事業の効率化による 。 ④： 努力不足による 。  



The Green Basic Plan of Akashi City                                                                            第２ 章 明石市の概況と 緑を 取り 巻く 状況  

28 

ⅱ 緑を つく る計画（ 公園緑地の整備計画）  

施策プ ロ グラ ム（ 前回計画）  実施状況 
達成状況 
( 理由) ※１  

Ⅱ． 緑を つく る 計画
（ 公園緑地の整備計
画）  

都市の基幹的施設
であり 様々な緑の機
能・ 効用を 発揮する
公園やその他の緑地
を 、 環境保全機能、
レ ク リ エーショ ン 機
能、 防災機能、 景観
機能を考慮し つつ、
新規整備・ 再整備を
行い、 市域における
緑の拠点と する 。  

１ ． 公園等の整備（ 公園の
緑によ り 都市環境基盤を 形
成し 、 増やす計画）  

都市の基幹的施設であり
防災機能等様々な 機能を 有
する 公園緑地を 、 自然環境
や歴史的資源と いっ た地域
の特徴を 活かし て 、 また、
防災機能を 考慮し て新たに
公園整備を 行い、 既設の公
園を 軸に不足し て いる 緑の
量を 確保する と と も に、 防
災空間や日常的な レ ク リ エ
ーショ ン の場を 創造する 。  

また、 視覚障害者等が花
の香り を 楽し んだり 、 車椅
子の人が自由に動き 回れる
など 、 ハン ディ キャ ッ プを
持っ た人でも 楽し める 、 福
祉に配慮し た公園、 人にや
さ し い公園、 また、 住民の
意見を 取り 入れ住民と 共に
つく る 公園等、 誰も が楽し
める 身近な公園づく り に配
慮する 。  

①住区基幹公園 
住区基幹公園の整備にあたっ ては、 日常的生活圏における 利用を 対

象に、 整備の遅れている 近隣公園、 地区公園の整備の充実、 基本的に
は各コ ミ ュ ニティ 地区に地区公園又は近隣公園を 複数、 人口を考慮し

つつ整備する 。 既成市街地でこ れら の確保が困難な地区においては利
便性を 考慮し ながら 、 分散配置を 行う 。 また、 街区公園については、
250ｍ圏内に一ヶ 所、 整備する 。  

ア． 街区公園の整備 
可能な限り １ ヶ 所 0. 25ha 以上と し 、 １ ㎡/人以上の整備

を 行う 。  

・  現在、 全 309 箇所のう ち 、 0. 25ha 以上の街区公園は 35 箇所
（ 0. 25ha 未満は 274 箇所）。  

・  前回計画策定時、 0. 86 ㎡/人( 230 箇所、 計 25. 23ha) であっ
たが、 1. 06 ㎡/人( 309 箇所、 計 31. 04ha) に増加。  

△ 
( ②)  

イ ． 近隣公園の整備 
１ ㎡/人以上の整備を 行う と と も に、 将来的には２ ㎡/人

以上を 目標と する 。  

・  前回計画策定時、 0. 87 ㎡/人( 13 箇所、 計 25. 60ha) であっ た
が、 0. 91 ㎡/人( 15 箇所、 計 26. 79ha) に微増。  

× 
( ②)  

ウ． 地区公園の整備 
１ ㎡/人以上の整備を 行う 。  

・  前回計画策定時、0. 14 ㎡/人( 2 箇所、計 4. 10ha) であっ たが、
0. 85 ㎡/人( 3 箇所、 計 25. 01ha) に増加。  

× 
( ②)  

②都市基幹公園 
都市基幹公園で は、 健康指向の高ま り から 運動施設の増設が望ま

れ、 今後、 総合公園内などにおける 運動施設と の調整を図り ながら 健
康維持増進の場と し て機能する 運動公園の新設整備を 推進する 。  

ア． 総合公園の整備 
現況の２ 公園の機能充実を 図る 。  

・  石ケ谷公園においては遊具の更新を 、明石海浜公園において
は再整備基本構想を 検討中。  

△ 
( ②)  

イ ． 運動公園の整備 
運動公園の整備を 推進する 。  

・  運動公園の整備は行っ ていない。  × 
( ②)  

③特殊公園 
自然と のふれあい指向の増加や、 自然の中で の活動への参加、 歴

史・ 伝統・ 文化と のふれあい指向などを 踏まえ、 自然の生物と のふれ
あいの場や野外活動の場と し ての自然ふれあい公園の整備を 図り 、 ま
た、 河川・ ため池・ 海岸と のふれあいを テーマにし た親水公園や歴史
的ふれあいを 求める 風致公園等の整備を 推進する 。  

ア． 墓園の整備 
石ヶ 谷墓園の管理・ 整備を 行う 。  

・  石ケ谷墓園の管理・ 整備を 行っ た。  
○ 

イ ． 自然ふれあい公園 
大久保北部地区に市民の余暇利用の空間と し て自然の生

物と のふれあいや野外活動等の場と し ての自然ふれあい公
園を 設置する 。 また、 将来的には、 大久保北部東側ゾーン
一帯を 公園化する 事も 念頭に整備計画を 推進する 。  

・  大久保北部地区において、 平成 19 年 5 月、 ｢明石北わんぱく
広場｣を 供用開始。  

・  大久保北部東側ゾーン 一帯の公園化には至っ ていない。  
△ 

( ②)  

④広域公園 
ヘリ ポート の整備等、 防災公園と し ても 位置づける 。  

ア． 明石公園 
緑のネッ ト ワーク の中心の一つと し て位置づける 。  

・  明石公園を 緑のネッ ト ワーク の中心の一つと し て 位置づけ
た。  

○ 

⑤区画整理等に伴う 公園整備 
土地区画整理事業によ り 設置さ れる 公園については、 施行者等の協

力を 得て、 助成制度を 設けて基準面積以上の公園用地の確保に努めて
いる が、 同様に、 開発公園の拡充制度の導入を 進める 。  

 ・  基準面積以上の公園用地の確保に努めてき たが、開発公園の
拡充制度の導入については、 行っ ていない。  △ 

( ②)  

⑥防災機能の整備 
県下における 広域防災公園と し て明石海浜公園を 位置づけ、 また各

コ ミ ュ ニティ 地区に備蓄倉庫、 耐震性貯水槽や防火水槽を 備えた地域
防災公園を 、 また、 小学校区単位では、 耐震性防火水槽を 備えた地区
防災公園を 設置する 。  

 ・  地域防災計画に基づき 、 整備を 実施し た。  

○ 

２ ． 公園機能の活性化（ ニ
ーズの変化にあわせた公園
のリ フ レ ッ シュ ）  

施設の老朽化に加え、 社
会情勢、 地域住民の年齢構
成や周辺の土地利用、 防災
機能の重要性等の社会ニー
ズや利用形態に合わせ、 住
民と 共に公園機能のリ フ レ
ッ シュ を 行う 。  

①公園リ フ レ ッ シュ 事業 
施設の老朽化に加え、 社会情勢、 地域住民の年齢構成や周辺の土地

利用、 防災機能の重要性、 福祉に配慮し た公園など、 公園を 取り 巻く
諸条件の変化によ っ て利用者のニーズに沿っ たリ フ レ ッ シュ を 図る 。
・  公園リ フ レ ッ シュ 計画の策定 
・  リ フ レ ッ シュ ・ モデル公園の整備 

 ・  都市公園施設長寿命化計画に基づき 、 平成 21～25 年度にか
けて遊具の更新( 160 公園) 及びト イ レ の更新( 9 公園 10 施設)
を 実施中。  

・  朝霧公園、 松が丘公園において、 リ ニュ ーアル工事を 実施予
定。  

○ 

②市民の森整備 
景観上ある いは立地上重要な 公園緑地の中に市民の参加によ る 、

市、 地区の名所と なる 特色ある 樹林地の整備を 行う 。  

 ・  大蔵海岸公園において、 一部、 市民と の協働によ り 、 松の植
樹を 行っ た。  ○ 

③接道部の再整備 
接道部の充実や、 街路と 一体的な整備を 図る こ と によ り 、 緑の拠点

にふさ わし い緑環境を 有する 公園と し て再整備を 進める 。  

 ・  街路と 一体的な公園整備は行っ ていない。  
× 

( ②)  

３ ． 海峡の見える 公園づく
り （ 明石ら し さ を 公園の緑
によ り 形成する ふれあい公
園づく り ）  

明石海峡大橋を 活かし た
「 海峡の見える 公園」、子午
線のまち を 題材と し た「 時
のふる さ と 公園」 等の特色
ある 公園づく り を 行う 。  

①明石海峡・ 明石海峡大橋の見える 公園 
明石市の特色である 明石海峡大橋・ 明石海峡を 活かし 、自然や水辺、

都市の特徴を 感じ ら れる よ う に、 また、 レ ク リ エーショ ン や憩いの場
と なる よ う 、 特色ある 緑化に努める 。  

 ・  大蔵海岸公園の整備（ 白砂青松） を 行っ た。  

○ 

②時のふる さ と 公園 
子午線のまち 明石にち なんで、 市内 135 ヶ 所の公園等に様々な日時

計モニュ メ ン ト を 設置し 、 四季を 感じ ら れる う るおいのある 緑化を 行
う 。  

 ・  日時計の設置は、 積極的に行っ ていない。  
△ 

( ③)  

③みんなのアイ デア公園づく り  
街区公園レ ベルの公園に地域住民のア イ デア を 積極的に取り 入れ

る こ と によ り 、 固有の魅力を 持っ た公園を 創る 。 また、 自然や水辺を
活かし 、 レ ク リ エーショ ン や憩いの場と なる よ う 、 テ ーマやシン ボル

と なる 花や木を 定め、 特色ある 緑化に努め、 人々と のふれあいの場と
し ての公園整備を 、 新規公園の整備や公園リ フ レ ッ シ ュ にあわせ行
う 。  

 ・  八木住吉公園、 松が丘公園、 明石北わんぱく 広場、 石ケ谷公
園等において、 ワーク ショ ッ プ 形式によ る 公園整備、 ルール
づく り を 行っ た。  

○ 

※１ ：「 達成状況( 理由) 」 の下段(  ) 内は実施でき なかっ た理由を表す。 それぞれの理由は次のと おり 。 ①： 状況変化によ る。 ②： 財政上の理由による 。 ③： 事業の効率化による 。 ④： 努力不足による 。  
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ⅲ 緑を つなぐ 計画（ 緑と 市民を結びつける計画）  

施策プ ロ グラ ム（ 前回計画）  実施状況 
達成状況 
( 理由) ※１

Ⅲ． 緑を つなぐ 計画 

（ 緑と 市民を結びつける 計画）  

自然や海と 市民を 結びつける

道筋、 自然の息吹を まち 中に導

く 線と し て 、 緑と 緑、 緑と 水を

相互に結びつけ、 緑のネッ ト ワ

ーク を形成する 。  

１ ． 緑の回廊の整備 

（ ふる さ と の森と 時の

道を 結ぶ緑の主軸化計

画）  

市街地と 樹林・ 海岸

を 緑で 結び、 明石市の

個性を 活かし た緑の中

心軸と し て、 自然や歴

史文化の息吹を 緑の軸

を 通し て 導く 緑の回廊

を 整備する 。  

①市街地と ふる さ と の森を 結ぶ緑の回廊の整備 

西明石駅から 野々池、 大久保北部のため池群、 石ヶ 谷墓

園、 石ヶ 谷公園、 大久保北部住宅地、 金ヶ 崎公園、 魚住駅

を 緑道で結び、 点在する 緑を ふる さ と の森などと 連携さ せ

る こ と によ り 、 緑の主軸を 構築する 。  

 ・  西明石駅から 野々池に至る 西明石緑道は整備済み。  

・  大久保北部のため池群、 石ヶ 谷墓園、 石ヶ 谷公園、 大久保北

部住宅地、 金ヶ 崎公園、 魚住駅における 緑道の整備は行っ て

いない。  

× 

( ②)  

②時の道・ 都心回遊路の整備 

明石公園から 人丸山公園、 大蔵海岸、 中崎遊園地、 明石

港を 巡り 、 点在する 文化史跡や公共施設、 明石海峡の眺望

など明石市の個性を 活かし 、 う る おいと やすら ぎのある中

心市街地の文化的な散策路を 緑で結ぶ。  

 ・  時の道における 積極的な緑化は行っ ていない。  

× 

( ②)  

２ ． 緑の都市軸の緑化 

（ 緑道や道路、 河川、

海岸等によ る 緑のネッ

ト ワーク 化計画）  

緑道や道路、 河川、

海岸等の緑化によ り 緑

のネッ ト ワーク を 形成

し 、 ま ち にう る おいを

与え 、 ビ オト ープ ネッ

ト ワーク 、 災害時の避

難 路 等 と し て 整 備 す

る 。  

①緑地・ 緑道 

広場、公園、ポケッ ト パーク など の整備を 図る と と も に、

緑道によ り 有機的な連結軸を 形成し 、 緑のネッ ト ワーク 化

を 図る 。 特に、 山陽電鉄の各駅から 海岸へ向かう 海辺への

道やまち の南北軸と し て、 日常の散策や公園への導線、 避

難路など と し て緑道を 整備する 。  

 ・  前回計画策定後の緑道の整備状況と し ては、 ｢明石川左岸遊

歩道｣を 平成 13 年に、 ｢明石川右岸遊歩道｣を 平成 16 年に整

備し た。  

・  山陽電鉄各駅から 海岸へ向かう 道における 緑道整備は行っ

ていない。  

△ 

( ②)  

②道路緑化 

う る おいのある 美し い都市景観を つく る ために、 緑の都

市軸の中心と なる 街路樹によ り 、 緑のネッ ト ワーク を 拡大

さ せる と と も に、 生活道路等でのう る おい形成のために街

路樹延長を 増やし ます。  

ア． 道路緑化基準 

幅員が 3. 5m以上の歩道、 及び、 幅員が 1. 5m以上の中央帯に

ついては植栽帯を 設置し 、幅 2. 5m以上 3. 5m未満の歩道につい

ては、 街路樹を 8mから 12m間隔で植栽する 。 また、 法面につ

いては、 樹木又は芝など を 植栽する 。  

・  街路樹の延長距離について、前回計画策定時は 36. 7km( 市道)

であっ たが、 48. 16km( 市道) に延長し た。  

○ 

③河川緑化 

河川沿いの水辺は、 都市の景観を 形成し 、 防災上も 大き

な 役割を 果たすだけで な く 、 う る おいある 憩いの場と し

て 、 地域の人々の暮ら し や文化に深い関わり を 持っ て い

る 。 親し みのある 水辺空間を 形成する ために、 傾斜型堤防

や環境護岸、 テ ラ ス等の設置によ り 、 親水空間の回復に努

める と と も に、 水量の確保と 水質の改善によ り 、 水辺にお

ける 生態系の回復を 図る も のと する 。  

ア． 市街地の河川 

市街地における 河川環境整備は断続的であり 、森の緑地拠点

と 水際の拠点を 結ぶ緑の都市軸と し て 今後も 積極的に整備を

進める 。  

・  連続性を 持っ た河川環境整備は、 実施でき ていない。  

× 

( ②)  

イ ． 地区の河川 

地区の環境改善に寄与し 、 高水敷やデッ キを 設け、 親水性を

高める と と も に、 コ ン ク リ ート 護岸等も 緑化スペースと 捉え、

護岸の緑化やネッ ト フ ェ ン ス緑化及びデザイ ン に配慮する 。

・  朝霧川における 親水性のある 遊歩道の整備を 行っ た。  

○ 

④海岸線緑地 

「 海峡公園都市」 明石のシン ボル的空間と し て良好な親

水空間を 作り 出すと と も に、 遊歩道や公園緑地と の有機的

な連結を 図る こ と によ り 水際の緑地軸を 形成する 。  

ア． 大蔵海岸整備 

明石海峡大橋と 淡路島を 一望で き る 優れた立地条件を 活か

し 、白砂青松の復活と 海浜レク リ エーショ ン の拠点と し て整備

する 。  

・  大蔵海岸の整備を 実施し た。  

○ 

イ ． 明石港再整備 

港湾・ 漁港機能の向上を 図る と と も に、 明石海峡大橋観光ル

ート の拠点と なる 海上タ ーミ ナル機能など、多く の人々の交流

の場と し て整備に努める 。  

・  明石港の再整備は行っ ていない。  

× 

( ①)  

ウ． 西部海岸（ ウォ ータ ーフ ロ ン ト 整備構想）  

海水浴場、 海浜公園、 散策路、 海釣り 施設、 マリ ーナ、 展望

休憩所など を 配置し 、人々が四季を通じ て海に親し める 海浜レ

ク リ エーショ ン ゾ ーン の形成を 図る 。  

・  松江海岸、 八木海岸、 江井島海岸、 魚住海岸、 二見海岸等に

おいて、 ウォ ータ ーフ ロ ン ト 整備構想に基づき 、 海岸整備を

順次実施し た。  
○ 

※１ ：「 達成状況( 理由) 」 の下段(  ) 内は実施でき なかっ た理由を表す。 それぞれの理由は次のと おり 。 ①： 状況変化によ る。 ②： 財政上の理由による 。 ③： 事業の効率化による 。 ④： 努力不足による 。  
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ⅳ 緑化を 進める計画（ 緑化を 推進する計画）  

施策プロ グラ ム（ 前回計画）  実施状況 
達成状況 
( 理由) ※１

Ⅳ． 緑化を 進める 計画 
（ 緑化を 推進す る 計
画）  

日常 的生 活 空間 に
お け る う る お い と な
る 緑を 、 公共施設やま
ち 角の緑で彩り 、 季節
感やう る お い 豊かな
空間を つく る。  

１ ． 公共施設緑化 
（ 公共施設の緑を
増やす計画）  

学校や地域の中
心的な公共施設緑
化は、 人々に親し
ま れる よ う 、 そし
て、 緑化のモデル
と し て人々に取り
組みを 先導する よ
う 、 積極的に緑化
を 進める。  

①学校園（ 教育・ 文化施設）  
コ ミ ュ ニティ の中心的な位置にある 学校園は、 市民と の関

わり が深く 、 特に小中学校は各住区ご と に配置さ れる 施設で
人々に親し まれ、 子供達の健全な心身を 育む場の緑と し て緑
化を 進め、 地域のオープン スペースと し てグラ ン ド の開放を
引き 続き 実施する と と も に、 今後、 民有地での緑化を 推進す
る 上でのモデルと し て、 積極的な緑化を 行う 。 新設校にあっ
ては校舎敷地面積の 20％以上を 確保する 。 また、 学校緑化と
し ては、 敷地規模を 活かし た緑量の増加と 、 環境教育の一環
と し ての多様な緑の配置や生態系を 織り 込んだビ オト ープの
創造を 図る 。 さ ら に、 公園や文化・ 厚生施設、 河川等と の一
体整備によ り 、 緑のボリ ュ ームアッ プ と 防災機能などの向上
を 図る。  

ア． 緑量の確保 
接道部の緑化、 シン ボルと なる 植栽等によ り 、 敷地内の緑量

の増加を 図る 。 校舎敷地については、 新設の場合にあっ ては校
舎敷地の 20％以上、既設の場合にあっ ては校舎敷地の 15％以上、
運動場については、 運動場敷地の 5％以上を基準と する 。  

・  平成 16 年以降、 学校園庭における芝生化を 実施し た( 平
成 21 年度時点で計 19, 052. 11 ㎡実施) 。  

・  校舎敷地の 15％以上( 新設 20％以上) の緑化を 行っ てい
る 。  

○ 

イ ． 環境教育と し ての緑化 
校庭内に多様な緑を 配置する こ と によ り 、 児童・ 生徒が自然

と ふれあえる 場を 創造し 、 環境教育の場と する。  

・  校園庭の芝生化を 順次実施し ている 。  
○ 

ウ． 周辺と の一体緑化 
学校周辺の道路の緑化、 公園や文化・ 厚生施設、 河川等を 一

体的に整備し 、 緑量の確保や生態系保全の場の確保、 防災機能
の充実等を 図る。  

・  新規整備の際には周辺と の一体的な緑化を 実施し たが、
既存施設の改修等の際には、 学校周辺施設と 一体的な緑
化の推進は行っ ていない。  

△ 
( ②)  

②庁舎等 
各地域の緑の拠点と し て、 それにふさ わし い風格やシン ボ

ル性を 有し 、 地域・ 地区の特徴を 演出し 、 市民に親し まれる
緑化を 図っ て行く 。 庁舎等の緑化は、 市民から 見た緑のボリ
ュ ームアッ プを 重点と し て、 空き 地を 有効に活用し 、 道路と
の一体感が得ら れる入り 口や道路境界付近、 広場、 駐車場等
を中心に、 空地面積の 50％以上（ 概ね敷地面積の 20％以上）
を目標と し て緑化に努める 。 また、 樹種等の選定においても 、
明石ら し さ や他施設と の協調感を 持たせる。  

ア． 接道部や駐車場等の緑化 
接道部のフ ェ ン ス化、 生垣化や駐車場の緑化等によ り 、 緑量

の増加を 図る 。  

・  庁舎におけるグリ ーンカ ーテンの実施。  
○ 

イ ． シン ボルツリ ー 
玄関横や接道都に、 特徴ある 樹木を 植栽し 、 シン ボルツ リ ー

と する。  

・  庁舎等においてシン ボルツリ ー（ アコ ウ） の植栽を 行っ
た。  ○ 

ウ． 緑化基準 
庁舎、 病院、 公営住宅、 社会教育施設については、 基本的に

新設の場合には空地面積の 50％以上、 既設の場合は、 空地面積
の 40％以上と する。 社会福祉施設は、 学校に係る 基準と する。

・  緑化基準に則り 実施し ている。  

○ 

２ ． まち角の緑化 
（ ポケッ ト パーク
やま ち 角の緑を 増
やす計画）  

主要なま ち 角や
橋のたも と 、 明石
海峡を 望む眺望点
など に、 ポケッ ト
パーク や遊歩道、
シン ボルツ リ ーな
ど を 確保する と と
も に、 小さ な空き
地に市民が主体と
なっ た緑化を 進め
る 。  

①ポケッ ト パーク 、 眺望点などの整備 
都市公園の基準にあてはまら ない小空閑地などで、 市民の

情報交換の場やコ ミ ュ ニティ の場、 周辺の景観の向上を 図る
施設と し てのポケッ ト パーク や、 明石市のシン ボルと なる 明
石海峡を 望む眺望点に休憩場などの整備を 図る。  

ア． ポケッ ト パーク の整備 
道路と 道路が交差する 箇所や自然と 居住地の接点、 河川、 社

寺、 集会所などの周辺に接し 、 概ね 100 ㎡以上で周辺地域住民
から の要望や協力が得ら れる 小空閑地について、 花木を 主体と
し た植栽や休養施設、 照明施設などの整備を 行う 。  

・  東朝霧丘ポケッ ト パーク や、 道路整備に伴う 小空閑地に
おいて、 ポケッ ト パーク 整備を 市内２ 箇所程度で行っ た
が、 こ れら 以外に積極的な整備は行えていない。  

△ 
( ②)  

イ ． スポッ ト ガーデン の整備 
ポケッ ト パーク よ り 狭小な土地である が、 公共小空閑地の利

用や史跡などを 生かし た空間と し て整備し 、 アメ ニテ ィ を 高め
る。  

・  スポッ ト ガーデンの整備は行っ ていない。  
× 

( ②)  

ウ． 眺望点の整備 
明石海峡のラ ン ド マーク と なる 明石海峡大橋の建設は、 市内

各所から の眺望対象と し て、 今後明石の大き な特性になる も の
と 思われ、 眺望点を 整備する。  

・  明石海峡大橋の眺望点と し て、 21 公園を 候補地と し て抽
出し た。  △ 

( ②)  

②街路・ まち 角の演出 
主要なまち 角や時の道等に、 シン ボルツ リ ーの植栽や水景

施設により まち角の演出を はかる。  

ア． 歴史と 文化の散歩道 
ふる さ と の道や時の道、 公園、 名所、 旧跡地を 緑でつなげ、

自然、 歴史、 文化に親し みながら 散策のでき る 歴史と 文化の散
歩道を整備する。  

・  新たな散策歩道の整備は行っ ていない。   
× 

( ④)  

イ ． こ ども 広場の整備 
継続性のあるこ ども 広場の整備を 行う 。  

・  こ ども 広場の整備は行っ ていない。  × 
( ④)  

ウ． まち 角の整備 
ａ ． 緑のシン ボルロード  

植栽配置の見直し 、 既存街路樹の量的・ 質的向上を 図り 、
シン ボリ ッ ク な道路ゾーン 構成を行う 。  

ｂ ． フ ラ ワーロード  
季節感を 演出し 、 彩り を 添える魅力ある道づく り を 行う 。

ｃ ． 緑のシティ ゲート  
市外縁部においてシティ ゲート の配置・ 演出を 行う 。  

ｄ ． ポケッ ト ・ ガーデン 
人々の行き 交う 一角や、 史跡・ まち なかのシン ボリ ッ ク な

小空間等、 小さ な空き 地等に、 市民が主体と なっ た緑化を 進
め、 明石のシン ボル空間と し て魅力と ゆと り の向上に努める。

・  駅前広場や銀座通り 、 県道明石高砂線（ 本町１ 丁目付近）
において、 市民と の協働による花壇の整備を 行っ た。  

○ 

※１ ：「 達成状況( 理由) 」 の下段(  ) 内は実施でき なかっ た理由を表す。 それぞれの理由は次のと おり 。 ①： 状況変化によ る。 ②： 財政上の理由による。 ③： 事業の効率化によ る 。 ④： 努力不足によ る 。  
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ⅴ 緑を 普及する計画（ みんなで緑を 育み拡げる計画）  

施策プ ログラ ム（ 前回計画）  実施状況 
達成状況 
( 理由) ※１

Ⅴ． 緑を 普及する
計画 
（ みんな で 緑を 育
み拡げる 計画）  

広く 市民に緑の
重要性と そ れを 大
切にし 、 育む心を
育て る こ と を 目的
と し て 普及啓発に
努める。  

１ ． 緑化の普及（ みんなで緑を 育み愛す
る 計画）  

身近な 緑に関心や愛着を 持ち 、 緑の育
成に参加する 取り 組みを 進める ため、 公
園愛護会・ 街路樹愛護会・ 緑化推進委員
の育成等や緑のリ サイ ク ル事業、 グリ ー
ン モ ニタ ー制度や緑化フ ェ アー等のイ ベ
ン ト 、 小中学生等への緑化環境教育を 行
う 。  

①公園愛護会・ 街路樹愛護会・ 緑化推進委員等の育成・ 助成・ 活用 
地域住民が樹木への水やり ・ 除草清掃活動など を 行い、 地域の緑の健全な育成

を 図る 。  

 ・  公園愛護会と 連携し た活動を 実施し た。  
・  平成 23 年 3 月末現在、254 公園で公園愛護会が活

動し ている （ 計画期間内に 61 公園での活動が増
加し た）。  

○ 

②グリ ーン モニタ ー制度の設置 
身近な 自然への関心を 高める こ と を 目的と し てグリ ーン モニタ ー制度を 設置す

る 。  

 ・  グリ ーン モニタ ー制度は設置し ていない。  
× 

( ③)  

③緑のイ ベン ト の活用 
緑化意識の高揚を 図る ため、 緑化に関する イ ベン ト を 積極的に開催する。  

 ・  花と 緑の学習園（ 上ケ池公園内） における 園芸講
習会・ 展示会等の実施、 菊花展の開催、 花壇コ ン
ク ールの実施、 記念植樹祭の開催などを 行っ た。

○ 

④緑のリ サイ ク ル事業の展開 
民有地でやむを 得ず除去さ れる 樹木の無償提供を 受け、 公共施設・ 公園の緑化

に再活用する 。 また、 樹木の剪定等によ り 発生する 廃枝葉を コ ン ポス ト 化・ チッ
プ 化等によ り 、 肥料・ 土壌改良材と し ての再利用を 図る 。  

 ・  樹木のリ サイ ク ル制度を 継続的に実施し た（ 計画
期間内の実績値は、年平均 186. 5 本、計 1, 865 本）。

・  剪定枝等のコ ン ポス ト 化･チッ プ 化は実施でき て
いない。  

△ 
( ④)  

⑤環境教育 
「 ト ラ イ やる ・ ウィ ーク 」 を 活用する など 次世代を 担う 小中学生に緑化推進活

動を 体験する 機会を 設ける 事や、 自然観察会の開催やイ ン タ ープ リ テ ーシ ョ ン の
導入など の緑化環境教育を 推進する 。 実施にあたっ ては、 自然保護団体等と の連
携も 考慮する 。  

 ・  エコ ウイ ン グあかし 等の自然環境団体と 連携し 、
ト ラ イ やる ・ ウィ ーク 等で緑化推進に関する 体験
活動を 実施し た。  ○ 

２ ． 緑のまち づく り （ みんなが協働し て
緑を 育む計画）  

う る おいのある 緑、 災害に強いま ち な
みが拡がっ ていく よ う に、市民・ 事業者・
行政の協働の取り 組みによ り 、 住宅地や
事業所、 沿道の緑化を 促進する 。  

①緑地協定 
住宅地と し て良好な環境を 維持する こ と を 目的と し て市民と 市が結ぶ協定であ

り 、 協定締結の促進を 図る 。  

 ・  前回計画策定後、 新たに１ 箇所( 9860. 80 ㎡) 緑地
協定の締結を 行っ た。  ○ 

②生垣助成制度 
生垣は、 ブ ロ ッ ク 塀などと 異な り 地震で倒れる こ と も な く 、 火災の延焼を 防ぐ

効果も あり 、 また、 まち 並みに緑のう る おいを 与える 。 そのため、 塀やフ ェ ン ス
の生垣化や新築や増改築に伴う 生垣の設置に対する 助成等の制度化を 図る。  

 ・  県民まち なみ緑化事業と し て兵庫県が実施。  

― 

③地区計画、 建築協定等の活用 
既成市街地ある いは今後市街地の形成が見込まれる 市街化区域内等において地

区計画、 建築協定の積極的な活用を 図り 、 良好な環境の創出に努める 。  

 ・  市内 18 地区（ 計 130. 3ha） において地区計画を 策
定し た。  

・  新たな建築協定の締結は行っ ていない。  

△ 
( ①)  

④総合設計制度 
商業地など で緑化スペースを 確保する のに有効な制度で あり 、 緑豊かな公開空

地の確保を 促進する 。  

 ・  総合設計制度の活用は行っ ていない。  
× 

( ①)  

⑤事業所等の緑地確保 
一定規模以上の建築物について、 工場立地法、 環境の保全と 創造に関する 条例、

開発指導要綱等に基づき 緑地の確保を 図る 。  

ア． 工場等の緑化基準
敷地面積が 1, 000 ㎡以上の工場等では、 新設

や敷地の増加にあっ ては敷地面積の 20％以上、
既設にあっ ては空地面積の 20％以上の緑化を 行
う 。 また、 敷地面積が 1, 000 ㎡未満であり 空地
面積が 300 ㎡以上の工場等では、 新設や敷地の
増加にあっ ては、 空き 地面積の 50％以上、 既設
にあっ ては空地面積の 20％以上の緑化を 行う 。

・  条例に基づき 、 実施し ている 。  

○ 

３ ． 緑化推進のための組織づく り （ 緑化
公園協会等の活用と 市民団体等と の連
携）  

緑の取り 組みを 実現し ていく ため、 行
政組織内のすべて の人が緑の大切さ を 認
識する こ と から 始め、 緑化の具体化がで
き る よ う な組織を 作る と 共に、 諸制度や
条例づく り などを 推進する 。  

また､市民や事業者の参加･協力を 得な
がら 様々な 緑の取り 組みを 機動的､かつ
柔軟に行っ て いく た め､緑化公園協会等
の活用や､市民団体を 含めた 組織づく り
を 推進する ｡ 

①緑化公園協会 
市と 市民と が協働し て緑化を 進める ための推進体制の中心と し て明石市緑化公

園協会を 活用し 、 市民、 事業者、 行政と の協力体制や緑の指導員等によ る 緑化相
談体制の活用、 市民団体やボラ ン テ ィ アと の連携や組織作り の核と する 。 また、
市の関わる 事業の各段階での緑への配慮が実施でき る よ う な、 組織作り と と も に、
組織が有効活用さ れる よ う な諸制度や条例づく り などを 推進する 。  

 ・  明石市緑化公園協会は平成 18 年 3 月 31 日を も っ
て解散。  

× 
( ③)  

②緑化基金の活用 
民有地の緑化を 積極的に推進する ため、 広く 民間から 協力を 得て基金の設立を

図り 、 緑化事業を 推進する 。  

 ・  緑化基金は創設し ていない。  
× 

( ①)  

③市民団体等と の連携 
公園愛護会や自然観察等の市民団体・ 組織等と 有機的に連携し 、 緑のまち づく

り を 促進する 。  

 ・  市民団体と の連携によ り 、  駅前広場花壇の植栽、
金ケ崎公園の里山整備、 上西二見オープン ガーデ
ン 等を 実施し た。  

○ 

４ ． 緑の啓蒙活動（ みんなが緑に親し み
活用する 計画）  

公園や自然拠点、 生垣づく り 等を 紹介
する パン フ レ ッ ト ・ 図書等の発行・ 配布・
販売等や、 園芸教室や花壇コ ン ク ール等
の開催によ り 、 市民がよ り 緑に親し み活
用する き っ かけを 提供する 。  

①緑化啓蒙資料の活用 
緑化意識や自然愛護意識の高揚を めざし て、 明石市内に生育･生息する 動植物を

紹介する ガイ ド や明石市の公園や自然拠点、 生垣づく り や庭づく り 、 生垣や庭木、
花壇に適する 木や草花の紹介、 家庭の庭やプタ ン タ ーを 彩る 花ごよ み（ 花だよ り ）
等のパン フ レ ッ ト や図書など の発行･配布･販売等を 行う 。  

 ・  緑化公園課と し て、「 こ う えんフ ァ イ ル」 や菊花
展のパン フ の作成、 市政だよ り において、 月１ 程
度で花と 緑の学習園の「 園芸一口メ モ」 を 掲載し
た。  

・  市教育委員会や文化博物館を 中心に、 ｢明石のた
め池｣、 ｢明石の野鳥｣、 ｢明石の昆虫｣等を発行。

○ 

②花のある まち づく り  
移動園芸教室や花壇コ ン ク ール等の充実によ り 、 公園や個人の庭、 接道部のプ

ラ ン タ ーや、 ハン ギン グバスケッ ト 等の緑化に対し 支援する 。  

 ・  昭和 46( 1971) 年よ り 、花壇コ ン ク ールを 継続的に
実施し ている 。  ○ 

③植物の名札設置 
緑の啓蒙活動の一環と し て、 木や草花に親し みを 持っ て も ら う ため公園愛護会

等の協力のも と 、 木や草花の名札を 設置する 。  

 ・  樹名板の設置については、 住民から の要望があれ
ば行っ ている 。  

△ 
( ②)  

※１ ：「 達成状況( 理由) 」 の下段(  ) 内は実施でき なかっ た理由を表す。 それぞれの理由は次のと おり 。 ①： 状況変化によ る。 ②： 財政上の理由によ る。 ③： 事業の効率化による 。 ④： 努力不足によ る 。  


